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事 項 日 程

出願資格認定申請
(��出願資格���又は���に該当する者)

令和７年��月５日 (水) ～令和７年��月７日 (金)

出願期間 令和７年��月８日 (月) ～令和７年��月��日 (木)

試験日 令和８年１月��日 (水) ～令和８年１月��日 (金)

合格者発表 令和８年２月��日 (水) 午前��時

入学手続 令和８年２月��日 (水) ～令和８年２月��日 (金)

入学日 令和８年４月１日 (水)

※詳細は, 該当ページで必ず確認してください｡
※試験日は上記期間のうち本研究科が指定する１日です｡ 試験日時等の詳細については受験票送付の
際に通知します｡
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鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 佐賀大学・鹿児島大学・琉球大学の３構成大学が相互に協力し, 多彩な専門
の教授陣による質の高い博士教育を実施することで, 研究者, 技術者, 教育者として ｢進取の精神｣ に溢れるリーダー
の育成を目指す｡
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１�農林水産学・生命科学に関連する幅広い学問と高度な専門知識・技術を修得し, 農林水産業の諸課題を解決す
る能力と行動力を有する人材を育成する｡
２�農林水産学・生命科学を広く俯瞰する学際的な広い視野を持った人材を育成する｡
３�最先端のデータ解析能力や論理的な思考力, 説明能力を身につけ, 困難な課題に挑むチャレンジ精神を有する
人材を育成する｡
４�グローバルな視野を備え, 地域社会と国際社会の発展に貢献できる人材を育成する｡
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鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 全学の学位授与の方針及び連合農学研究科の教育目標に鑑み, 以下に挙げ
る能力を身につけて学位論文提出の基準を満たし, 学位論文の審査及び最終試験に合格した者に博士の学位 (農学,
水産学又は学術) を授与する｡
１. ｢博士｣ として社会から期待される品位, 高度な専門知識と技術, データ解析能力, 学際的な広い視野と柔軟
な思考力を持ち, 農林水産業の諸課題を, 自律的に見出し, 解決する能力と行動力
２. ｢研究者・技術者・教育者・指導者｣ として, 地域社会から国際社会まで幅広く活躍できる能力とリーダーシッ
プ精神を発揮できる能力
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鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 学位授与の方針に掲げる能力を備えた人材を育成するため, 以下のとおり
教育課程を編成のうえ, 実施する｡
１. 入学から学位取得に至るまで系統性のある教育編成
①農林水産学・生命科学に関連する高度な専門知識・技術を修得させるとともに, 学位論文の研究指導を通して
農林水産業の諸課題を自律的に見出し, 解決する能力と行動力を向上させる教育を行う｡
②農林水産学・生命科学を広く俯瞰する学際的な視野を向上させる教育を行う｡
③博士課程学生として最先端のデータ解析能力や論理的な思考力, 説明能力を備え, 困難な課題に挑むチャレン
ジ精神を育む教育を行う｡
④グローバルな視野を備え, 社会が求める博士人材を的確に理解し, 地域社会と国際社会の発展に貢献できる能
力を育む教育を行う｡

２. 目的・目標に応じた方法による教育の実施
学位授与の方針に掲げる能力を育成するために, 各科目の目的・目標に応じた教育活動を行う｡

３. 厳格な成績評価の実現
各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し, 厳格な成績評価を行う｡
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１. 求める人材像
生物資源の持続的な利用と環境と調和した農林水産業の発展に資する農林水産学・生命科学分野の諸課題に関
心と問題意識を有し, 博士の学位取得の能力と熱意を備え, 課題解決と学理探究を目指す, 学生および社会人を
国内外から積極的に受け入れる｡
２. 入学前に身につけておいて欲しいこと
農林水産学・生命科学における幅広い知識と専門分野における修士相当の学力, ならびに豊かな国際感覚と博
士課程に必要な英語力が必要である｡ また, 留学生については日本語の基礎力も望まれる｡
３. 入学者選抜の基本方針
一般選抜においては, 口頭試問におけるプレゼンテーション (修士論文の内容と入学後の研究課題・研究計画)
と質疑応答の内容, 出願書類の評価及び英語外部試験の成績から合否を判定する｡ また, 外国人留学生・社会人
特別選抜においては, 口頭試問におけるプレゼンテーション (修士論文の内容と入学後の研究課題・研究計画)
と質疑応答の内容及び出願書類の評価から合否を判定する｡
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鹿児島大学大学院連合農学研究科 (後期３年のみの博士課程) の概要 ��
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鹿児島大学大学院連合農学研究科は佐賀大学, 琉球大学及び鹿児島大学が参加した独
立研究科 (博士課程) であり, それぞれの大学の農学研究科 (修士課程) と鹿児島大学
農林水産学研究科 (修士課程) を基盤に設置しています｡

記
１. 募集人員

(注１) 令和８年４月入学コース入試の合格者が募集人員に満たなかった場合は, 令和
８年��月入学コース入試を実施します｡

(注２) 令和８年４月入学コース入試で募集人員を満たした場合は, 令和８年��月入学
コース募集対象は令和８年９月又は��月に大学院の博士課程 (後期) への受入
を開始するプログラムの国費外国人留学生に限定します｡

２. 出願資格
｢①共通の要件｣ の各号のいずれかに該当する者で, かつ, ｢②選抜方法による要件｣

に該当する者とします｡ また, 出願資格�又は�により出願する者は, ｢５�出願資格の
認定について｣ を参照してください｡

① 共通の要件
� 修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和８年３月末日までにこれらの課程
を修了見込の者

� 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和
８年３月末日までに授与される見込みの者

� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し, 修士の学
位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月末日までに学位
を授与される見込みの者

� 我が国において, 外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制
度において位置付けられた教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定するものの
当該課程を修了し, 修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び
令和８年３月末日までに授与される見込の者

� 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置
法 (昭和��年法律第��号) 第１条第２項に規定する����年��月��日の国際連合総会
決議に基づき設立された国際連合大学の課程を修了し, 修士の学位に相当する学位
を授与された者及び令和８年３月末日までに学位を授与される見込みの者

� 外国の学校, 出願資格�の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程
を履修し, 博士論文研究基礎力審査に相当する審査に合格又は合格見込みで, 修士
の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者
(博士論文研究基礎力審査)
１) 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分
野の基礎的素養であって当該前期の課程において修得し, 又は涵養すべきものに
ついての試験
２) 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の
課程において修得すべきものについての審査

―�―

専攻名 募集
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令和８年４月入学コース
一般選抜 外国人留学生・社会人特別選抜

農水生命科学専攻 若干人 若干人 若干人
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� 文部科学大臣の指定した者

� 本研究科において, 個別の入学資格審査により, 修士の学位又は専門職学位を有
する者と同等以上の学力があると認めた者で, ��歳に達した者

② 各選抜区分による要件
【一般選抜】
一般選抜に出願できる者は, 上記 ｢①共通の要件｣ を満たしている者

【外国人留学生・社会人特別選抜】
外国人留学生・社会人特別選抜に出願できる者は, 上記 ｢①共通の要件｣ を満た
している者で次の各号のいずれかに該当する者
� 日本国籍を有しない者 (日本国永住許可を得ているものを除く｡)
� 官公庁及び企業等 (教育研究機関, 農林水産業, 青年海外協力隊及び���の実
績を含む｡) に２年以上在職し､ 入学後も引き続き勤務する者

� 官公庁及び企業等 (教育研究機関, 農林水産業, 青年海外協力隊及び���の実
績を含む｡) に令和８年３月��日までに４年以上勤務したことがある者

３. 出願期間
令和７年��月８日 (月) から令和７年��月��日 (木) まで｡
受付時間は, 午前９時から午後５時までとします｡
郵送の場合は, 書留速達とし, ��月��日 (木) 午後５時までに必着とします｡

４. 出願手続
� 提 出 先 鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係

〒������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号
電話 ����������

� 出願書類
※添付書類が日本語または英語以外の場合は, 日本語または英語訳を付けてください｡

出願書類の原本は原則返却いたしません｡

―�―

１) 大学を卒業し, 大学, 研究所等において, ２年以上研究に従事した者で, 大学院において,
当該研究の成果等により, 修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

２) 外国において学校教育における16年の課程を修了した後, 又は外国の学校が行う通信教育
における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年
の課程を修了した後, 大学, 研究所等において, ２年以上研究に従事した者で, 大学院に
おいて, 当該研究の成果等により, 修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認め
た者
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� 出願書類確認票 (様式第１号) 出願書類を必ず確認し, この順番で提出してください｡

� 入学願書 (様式第２号� 丁寧に記入し, 写真を貼付してください｡

� 検定料納付確認票
受験票
※所定様式 (切り離し不可)

【�】検定料：������円
※検定料に改定があった場合は, 改定後の金額を納入いただくことになります｡
�������������������
��

Ａ 令和８年３月に構成大学の修士または, 専門職学位を取得する見込みの者
Ｂ 令和５年３月以降に構成大学の修士または, 専門職学位を取得し, 受験する者
(構成大学で修士または, 専門職学位を取得し, ３年以内に受験する者)
Ｃ 日本国政府から奨学金が支給されている国費外国人留学生
Ｄ 外国政府派遣留学生等のうち, 外国政府等から支給される奨学金に, 本学の大学
院課程 (標準修業年限) を修了するための授業料等が含まれ, かつ, 検定料相当額
が含まれていない場合で, 次のいずれかに該当する者
(�) 外国の政府, 外国の地方公共団体 (州等) から奨学金が支給されている者
(�) 国際機関, 日本国政府が行う国際協力を実施している機関のうち, 本学が承認
するものから奨学金等が支給されている者
(�) (�)・(�)に準ずるもののうち, 本学が承認する機関から奨学金が支給されてい
る者
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※(�)～(�)に該当する機関については, 出願前に本学の承認が必要となりますので,
事前にお問い合わせのうえ, 次の書類を提出してください｡
１) 検定料不徴収申請書 (様式第��号)
２) 外国政府派遣留学生等であることを証明又は確認できる書類
３) 奨学金に授業料相当額が含まれ, かつ, 検定料相当額が含まれないことを証明
又は確認できる書類 (様式第��号)
４�｢外国の公的な団体の概要説明書｣及び ｢奨学金の規約｣等
※検定料支払方法
次のいずれかの方法により支払ってください｡
１. コンビニエンスストアでの支払い (パソコンやスマートフォン等のある環境で御
利用ください｡)
１) 別添 ｢鹿児島大学検定料払込方法｣ を参照の上, 支払ってください｡
なお, 事務手数料は支払人の負担となりますので, 留意してください｡

２) 支払後, レジにて受け取った ｢入学検定料・選考料 取扱明細書｣ の ｢収納証
明書｣ 部分を切り取り, 別紙 ｢検定料納付確認票｣ の所定の欄に貼り付けてくだ
さい｡

２. クレジットカードでの支払い (パソコンやスマートフォン等, プリンタのある環
境で御利用ください｡)
１) 別添 ｢鹿児島大学検定料払込方法｣ を参照の上, 支払ってください｡
なお, 事務手数料は支払人の負担となりますので, 留意してください｡

２) 支払後, ｢入学検定料・選考料 取扱明細書｣ を印刷し,
｢収納証明書｣ 部分を切り取り, 別紙 ｢検定料納付確認票｣ の所定の欄に貼り

付けてください｡
※入学検定料等の返還について
既納の入学検定料等は, 次の場合を除き, いかなる理由があっても返還しません｡
１) 検定料等を払い込んだが, 出願しなかった (出願書類等を提出しなかった又は
出願が受理されなかった) 場合
２) 入学検定料等を誤って二重に払い込んだ場合

返還請求の方法については,本学ホームページ (���������������������
��������

	����
���������) に掲載していますので, ご確認ください｡
(返還請求期限：令和８年１月��日 (金) 郵送の場合は消印有効・メールの場

合は期限内到着まで有効)
なお, 返還にかかる振込手数料は志願者の負担となり, 実際の返還額は振込手
数料を差し引いた金額となります｡
また, 検定料等の払込時の事務手数料は返還対象外となります｡

【�】受験票：丁寧に記入してください

� 履歴書 (様式第３号) 丁寧に記入してください｡

� 成績証明書 最終出身学校の成績証明書

� 修了証明書又は修了見込証明書
� 修士論文等 (様式４号を表紙としてください｡)

①修士課程または専門職学位
課程修了者

【�】修士課程又は専門職学位課程で論文がある場合
修士論文又は専門職学位論文の概要：��判の用紙を使用し, 和文の場合は, �����

字程度, 英文の場合は�����語程度 (いずれも図表等を含む)
【�】修士課程又は専門職学位課程で論文がない場合
学修報告書：修士課程または専門職学位課程で学んだことを��判の用紙を使用し,

和文の場合は,�����字程度,英文の場合は�����語程度 (いずれも図表等を含む)

②修士課程または専門職学位
課程修了見込の者

【�】研究を行っている場合
研究経過報告書：��判の用紙を使用し, 和文の場合は, �����字程度, 英文の場合

は�����語程度 (いずれも図表等を含む)
【�】研究を行っていない場合
学修報告書：修士課程または専門職学位課程で学んだことを��判の用紙を使用し,

和文の場合は,�����字程度,英文の場合は�����語程度 (いずれも図表等を含む)

③外国において, 博士論文研
究基礎力審査に相当する審
査に合格した者

(�) 博士論文研究基礎力審査に相当する審査に係る確認書類
(様式第９号) に関係資料を添付

(�) 学修報告書：修士課程または専門職学位課程で学んだことを��判の用紙を使用
し, 和文の場合は, �����字程度, 英文の場合は�����語程度 (いずれも図表等を含
む)

④外国において, 博士論文研
究基礎力審査に相当する審
査に合格する見込の者

(�) 博士論文研究基礎力審査に相当する審査に係る確認書類
(様式第��号) に関係資料を添付

(�) 学修報告書：修士課程または専門職学位課程で学んだことを��判の用紙を使用
し, 和文の場合は, �����字程度, 英文の場合は�����語程度 (いずれも図表等を含
む)

⑤ ｢出願資格(�)又は(�)に基
づく志願者｣

修士学位相当の論文の概要：��判の用紙を使用し, 和文の場合は, �����字程度,
英文の場合は�����語程度 (いずれも図表等を含む)
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５. 出願資格の認定について
｢２. 出願資格�又は�｣ に該当する者の認定は, 下記の提出書類により行います｡
なお, 必要に応じて口頭試問を行う場合があります｡
� 提 出 書 類
① 入学試験出願資格認定申請書 (様式第��号)
② 履歴書 (様式第３号)
③ 最終出身学校の卒業証明書
④ 研究歴証明書 (様式第��号) 又は職務歴証明書 (様式第��号)
⑤ 研究業績書 (様式第��号を表紙としてつけてください｡)
(｢４. 出願手続�出願書類７⑤)｣ の修士学位相当の論文の概要)

⑥ 研究成果資料
研究業績の基礎となる論文｡ その他に, 著書, 学術論文, 学術報告, 学術講演,
特許等の研究業績を示す資料があれば添付してください｡

� 提 出 期 間
令和７年��月５日 (水) ～��月７日 (金) までとします｡
郵送による場合も��月７日 (金) 午後５時までに必着とします｡

� 提 出 先
鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係 (｢４. 出願手続 (１)｣ 参照)

� 認 定
認定の結果は, ��月��日 (木) 頃本人宛通知します｡

―�―

� 研究計画書 (様式第５号) 博士課程３年間の研究計画について, 年次毎に記入してください｡ (どのような計
画で, 何を, どこまで明らかにしようとするのか, 具体的に記入してください｡)

��判の用紙を使用し, 和文または英文で図表も含め４ページ程度 (様式第５号を
表紙として付けてください)

� 指導教員予定者届 (様式第６号) 入学志願者は, あらかじめ希望する主指導教員予定者に ｢指導教員予定者届｣ の記
載を依頼して, 出願書類と同時に提出してください｡

�� 研究実績等に係る提出書類
(様式第７号)

下記(�)から(�)について, 様式第７号により提出してください｡ 実績がない場合は
｢０｣ と記入してください｡
(�) これまでの研究実績 ｢原著論文｣
※ ｢原著論文｣ は,“｢鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文審査等に関する
申合せ｣ における主論文の要件等について”に合致するものです｡

(�) 直近３年間における学会発表等の実績 (����年１月～����年��月)
(�) その他の実績

�� ������公式認定証 【一般選抜出願者のみ】
������の公式認定証は, 出願日から２年以内のものを提出してください｡
注１) ��������スコアレポートは認められません｡

�� 受験承諾書 (様式第８号) 出願時に官公庁・企業等に在職中で, 在職のまま入学予定のものは提出してください｡

�� 在職証明書 (在職期間証明書)
又は在職期間を確認できる書
類

《外国人留学生・社会人特別選抜出願者のみ》
出願時に官公庁・企業等に勤務している場合又は官公庁・企業等において勤務経験が
ある場合は必ず提出してください｡

�� 身分証明書の写し 日本国内に在住する外国人：在留カード (表裏両面)
日本国外に在住する外国人：パスポートの写し

※�� 日本学術振興会特別研究員証
明書

日本学術振興会特別研究員内定者

※�� 国費外国人留学生証明書 日本国政府から奨学金が支給されている
または支給が決定している�国費外国人留学
生

※�� 外国政府派遣の外国人留学生
証明書

外国政府派遣の外国人留学生

※�� ����奨学生証明書 ����派遣の外国人留学生

※��～��は, 様式第７号に添付してください｡
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６. ｢国家建設高水平大学公派研究生項目｣ による入学志願者について
中華人民共和国政府が定める ｢国家建設高水平大学公派研究生項目｣により, 本研究

科に入学を志願する者については, 入学料及び検定料が不徴収となる場合があります｡
出願前に本学の承認が必要となりますので, 事前にお問い合わせのうえ, 次の書類
を提出してください｡
� 検定料不徴収申請書 (様式第��号)
� 入学料不徴収申請書 (様式第��号)
� 中国国家留学基金管理委員会が発行する ｢国家建設高水平大学公派研究生項目｣
による派遣学生に採用されたことを証明又は確認できる書類 (採用通知書等)
また, 入学後, 本研究科が学業優秀であると認定した場合, 所定の申請により, 授
業料が免除になる場合があります｡

―�―
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７. 障害を有する入学志願者の事前相談について

本研究科に入学を志願する者で, 障害等 (次表参照) がある場合は, 受験上及び修

学上特別な配慮を必要とすることがありますので, あらかじめ本研究科と相談してく

ださい｡

� 相 談 時 期

相談の内容によっては, 対応に時間がかかり, 特別な配慮が講じられないことも

ありますので, 出願期間の始期の数日前までに相談してください｡

� 相 談 方 法

下記事項を記載した書類 (様式任意) を提出願います｡

①主指導教員予定者名

②出身大学, 学部, 学科等の名称

③障害の種類・程度 (医師の診断書が必要な場合があります)

④受験上特別な配慮を希望する事項

⑤修学上特別な配慮を希望する事項

⑥出身大学でとられていた特別な配慮

⑦日常生活の状況

� 問い合わせ先

〒�������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号

鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係

(���������������������������������)

―�―

区 分 障 害 の 程 度

視覚障害者
両眼の視力がおおむね�
�未満又は視力以外の障害が高度なも

ので, 拡大鏡等を使用しても文字等を認識することが不可能又
は著しく困難な程度のもの

聴覚障害者
両耳の聴力レベルがおおむね��デシベル以上のもので, 補聴

器等を使用しても通常の話し声を理解することが不可能又は著
しく困難な程度のもの

肢体不自由者

１
肢体不自由の状態が, 補装具を使用しても歩行等日常生活に
おける基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの
２
前号の程度未満で, 常時の医学的な観察指導を必要とする程
度のもの

病 弱 者
｢身体虚弱者を含む｣

１
疾患の状態 (慢性の呼吸器系疾患等) が, 継続して医療又は
生活規制を必要とする程度のもの
２
身体虚弱の状態が,継続して生活規制を必要とする程度のもの

＊学校教育法施行令第��条の３の規定に準拠した｡
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８. 選抜方法
(�) 一般選抜
入学者の選抜は, 出願書類, ������ �����������������公開テスト (以下, ｢英

語試験｣ という｡) 及び口頭試問により判定します｡ なお, 英語試験及び口頭試問
の評価が低い場合は, 不合格となる場合があります｡
① 出願書類 (配点�
点)：これまでの研究業績 ｢原著論文｣, 直近３年間における
学会発表等の実績, その他の実績等を評価します｡

② ������ �����������������公開テスト (配点�
点)：出願日から２年以内のテ
スト結果を出願書類として提出してください｡
(注�) ������は, (一財) 国際ビジネスコミュニケーション協会が提供する
テストプログラムです｡ 国内各地で年間複数回実施されていますので, テ
スト結果が本研究科の出願期間に間に合うように受験してください｡ なお,
テストの受験には所定の受験料が必要です｡ その他, テスト日程等の詳細
については, ������公式ホームページで確認してください｡
(���
�	��������������������������������)

※ 団体向けプログラムとして用意されている������ ���������テスト (オ
ンライン) ではありません｡

③ 口頭試問 (配点�
点)：修士または専門職学位論文の概要, 研究経過報告書若
しくは修士学位相当の論文の内容及び研究計画書を中心に専門的学力を評価し
ます｡ �
分の口頭発表と�
分の質疑応答を実施します｡ なお､ 口頭試問は日本
語により実施します｡

(�) 外国人留学生・社会人特別選抜
入学者の選抜は, 出願書類の評価及び口頭試問により判定します｡ なお, 口頭試
問の評価が低い場合は, 不合格となる場合があります｡
① 出願書類 (配点�
点)：これまでの研究業績 ｢原著論文｣, 直近３年間における
学会発表等の実績, その他の実績等を評価します｡

② 口頭試問 (配点�
点)：修士または専門職学位論文の概要, 研究経過報告書若
しくは修士学位相当の論文の内容及び研究計画書を中心に専門的学力を評価し
ます｡ �
分の口頭発表と�
分の質疑応答を実施します｡ なお､ 口頭試問は日本
語又は英語により実施します｡

９. 試験の日時及び方法

10. 合格者発表
令和８年２月��日 (水) 午前�
時, 鹿児島大学大学院連合農学研究科ホームペー
ジ (���
�	��������������� ��������������­
) に合格者の受験番号を掲載するととも
に合格者には合格通知書を送付します｡
なお, 電話等による合否の照会には応じません｡

―�―

日 時 方 法

令和８年１月��日 (水) ～令和８年１月�
日 (金) オンライン

(注) １. 試験日時等については, 受験票送付 (１月��日頃) の際に通知します｡
２. 試験日の前の週に接続テストを予定しています｡
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11. 入学手続等
� 入学手続期間及び提出書類等
入学手続：令和８年２月��日(水)～２月��日(金) 午後５時必着
提出書類：合格通知書発送時に, 入学手続書類をお知らせします｡

� 入学に要する経費
① 入学料：�������円
※振込手数料は, 依頼人が負担してください｡
ただし, 次のいずれかに該当する者は不要です｡
Ａ 令和８年３月に構成大学の修士または, 専門職学位取得後, 引き続き進学す
る者

Ｂ 令和５年３月以降に構成大学の修士または, 専門職学位取得後, 受験する者
(構成大学で修士または, 専門職学位を取得し, ３年以内に受験する者)

Ｃ 日本国政府から奨学金が支給されている国費外国人留学生
Ｄ 外国政府派遣留学生等のうち, 外国政府等から支給される奨学金に, 本学の
大学院課程 (標準修業年限) を修了するための授業料相当額が含まれ, かつ,
入学料相当額が含まれない場合で, 次のいずれかに該当する者
(ａ) 外国の政府,外国の地方公共団体 (州等)から奨学金が支給されている者
(ｂ) 国際機関, 日本国政府が行う国際協力を実施している機関のうち, 本学

が承認するものから奨学金が支給されている者
(ｃ) (ａ), (ｂ)に準ずるもののうち, 本学が承認する機関から奨学金が支給

されている者
※(ａ)～(ｃ)に該当する機関については, 出願前に本学の承認が必要となりま
すので, 事前にお問い合わせのうえ, 次の書類を提出してください｡
１) 入学料不徴収申請書 (様式第��号)
２) 外国政府派遣留学生等であることを証明又は確認できる書類
３) 奨学金に授業料相当額が含まれ, かつ, 入学料相当額が含まれないことを
証明又は確認できる書類 (様式第��号)

４) ｢外国の公的な団体の概要説明書｣ 及び ｢奨学金の規約｣ 等
② 授業料：年間�������円 (前・後期に分けて納付してください｡)
・在学中に授業料の改定が行われた場合は,改定時から新授業料が適用されます｡
・日本国政府から奨学金が支給されている国費外国人留学生は不要です｡
※入学料, 授業料に改定があった場合は, 改定後の金額を納入いただくこと
になります｡
※入学手続後に入学を辞退する場合, 入学料徴収猶予または入学料免除の申
請は無効となり, 入学料を納入していただくことになります｡

� 提出先
鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係 (｢４. 出願手続 (�)｣ 参照)

12. 注 意 事 項
� 受験生は, 試験当日受験票を必ず持参してください｡
� 受理した出願書類等の変更は認めません｡
� 出願等に関し不明な点がある場合には, 鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室
連大事務係に照会してください｡

13. 社会人学生に対する修学上の配慮
本研究科では, 社会人特別選抜入学者に対して, 大学院設置基準第 ��条に定める
教育方法の特例を適用した ｢夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指
導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる｣ 旨が規定され, 社会人の修
学に特例措置を行うことができるよう配慮されています｡
本特例措置の適用を希望する者は, 出願に先立って主指導教員予定者に相談をしてお
く必要があります｡
なお, 詳細については合格発表後の入学手続き書類発送の際に案内しますので, 希
望者は鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係に照会してください｡
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11. 入学手続等
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14. 長期履修学生制度

職業, 障害, 出産, 育児, 介護等の事情により, 修学に重大な影響がある学生が標

準修業年限 (３年) を超えて一定の期間にわたり計画的に課程を履修し, 修了するこ

とができる制度です｡

なお, 詳細については合格発表後の入学手続書類発送の際に案内しますので, 希望

者は鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係に照会してください｡

15. 社会人学生早期修了特別プログラム

社会人特別選抜入学者のうち, 入学前に指定された研究業績を持ち, かつ社会人早

期修了プログラムを選択した者について, 入学後, 所定の単位, 研究業績等を満たし

た場合は, ２年で学位取得する早期修了特別プログラムがあります｡

なお, 早期修了は２年での学位取得が確約されているわけではありません｡ また,

詳細については合格発表後の入学手続書類発送の際, 案内いたします｡

16. 事前相談について

事前相談は､ 入学後の研究内容や修学等の確認に限ります｡ 入学試験に係る口頭試

問等に関する指導や講評は行いません｡

また､ 事前相談の内容が､ 入試の選抜に一切影響することはありません｡

―�―
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17. 入試情報の公開・開示
� 入試情報の公開

連合農学研究科のホームページ (���：���������������������
��������������
��)
に, 当該年度の下記事項を公表する｡

� 入試情報の開示
入試成績に関する個人情報の開示
１) 受験生本人からの請求に基づき, 当該受験生の入学試験成績の総得点を開示し
ます｡

２) 入試成績の開示期間は合格者発表後２ヶ月間とします｡
３) 入試成績の開示は, 書面または口頭により行います｡
４) 請求方法は, 下記様式 ｢大学院入試成績開示請求書｣ に ｢鹿児島大学大学院連
合農学研究科入学試験受験票｣ (入試成績送付時に返送します｡) を添えて, 下
記に請求してください｡
なお, 郵送による場合は, 上記のほかに ｢書留郵便料に相当する切手を貼っ
た返信用封筒｣ を同封して, 書留郵便により請求してください｡ (ただし, 開
示期間中の消印のあるものに限ります｡)

� 請求先：〒	������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号
鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係
(電話 �����	��	���)

―��―

公 開 事 項 公 開 時 期
志 願 者 数 試験終了後
受 験 者 数 試験終了後
合 格 者 数 合格者発表後
入 学 者 数 入学者確定後

大学院入試成績開示請求書

年 月 日

鹿児島大学大学院
連合農学研究科長 殿

請求者 現 住 所
電 話
氏 名 印
受験番号

私の入試成績について, 情報の開示を請求します｡

注意事項
１. 請求者は, 本学大学院連合農学研究科の受験者本人に限ります｡ (代理人による請求は認めません｡)
２. 当該受験生の入学試験成績の総得点を開示します｡
３. 開示期間は合格者発表後２ヶ月間とし, 開示請求は, 平日 (土曜日・日曜日・祝日を除く｡) の午前
９時から午後５時までの間受け付けますので, 受験票を添えて請求してください｡

４. 郵送の場合は, ｢入試成績開示請求書｣, ｢受験票｣ 及び ｢書留郵便料に相当する切手を貼った返信用
封筒｣ を同封した書留郵便により, 鹿児島大学大学院連合農学研究科連大事務係に請求してください｡
なお, 必ず電話番号を記入してください｡ 連絡が取れないと開示できない場合があります｡



17. 入試情報の公開・開示
� 入試情報の公開

連合農学研究科のホームページ (���：���������������������
��������������
��)
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� 請求先：〒	������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号
鹿児島大学農水産獣医学域連大事務室連大事務係
(電話 �����	��	���)
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公 開 事 項 公 開 時 期
志 願 者 数 試験終了後
受 験 者 数 試験終了後
合 格 者 数 合格者発表後
入 学 者 数 入学者確定後

大学院入試成績開示請求書

年 月 日

鹿児島大学大学院
連合農学研究科長 殿

請求者 現 住 所
電 話
氏 名 印
受験番号

私の入試成績について, 情報の開示を請求します｡

注意事項
１. 請求者は, 本学大学院連合農学研究科の受験者本人に限ります｡ (代理人による請求は認めません｡)
２. 当該受験生の入学試験成績の総得点を開示します｡
３. 開示期間は合格者発表後２ヶ月間とし, 開示請求は, 平日 (土曜日・日曜日・祝日を除く｡) の午前
９時から午後５時までの間受け付けますので, 受験票を添えて請求してください｡

４. 郵送の場合は, ｢入試成績開示請求書｣, ｢受験票｣ 及び ｢書留郵便料に相当する切手を貼った返信用
封筒｣ を同封した書留郵便により, 鹿児島大学大学院連合農学研究科連大事務係に請求してください｡
なお, 必ず電話番号を記入してください｡ 連絡が取れないと開示できない場合があります｡
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鹿児島大学大学院連合農学研究科 (後期３年のみの博士課程) の概要

１. 設置の趣旨

鹿児島大学大学院連合農学研究科は, 日本の食料生産基地である九州・沖縄において,

農水産業のさらなる発展を目指し, 環境と調和した安定的な食料生産および技術革新を

担う指導者の養成を目的に, 佐賀大学, 琉球大学と鹿児島大学が連合し, 多彩な教員組

織を構築して, 研究施設及び設備も連合しながら教育研究体制を作り, 社会・世界に貢

献する博士を輩出する博士課程大学院である｡ 温帯から熱帯資源の生産・利用を中心に

地域・国際農水産学, 環境農水産学及び先端生命化学に関する高度の専門的能力と豊か

な学識をそなえた研究者を養成し, 斯学の進歩と農水産業および地域の発展に寄与する

ことを目的とする｡ また, 社会人並びに外国人留学生, 特に中国及び東南アジア等の諸

国から農水産学系の留学生希望者を積極的に受け入れ, アジアにおける農学の教育研究

の中核となることを目的とするものである｡

２. 教学上の特色

� 本研究科では, 学生１人について主指導教員１人のほかに副指導教員２人を指定す

る｡ 従って学生１人につき３人の指導教員がつくことになる｡

� 本研究科では, 必修科目 (学位論文研究６単位, データ解析演習：１単位, 農水生

命科学特論：１単位, 農学特別講義：２単位,), 選択必修科目として学際的な視点の

知識を得る科目 (農学共通講義Ⅰ：１単位, 農学共通講義Ⅱ：１単位, 洋上セミナー：

１単位) の中から１単位以上及びキャリア開発科目 (キャリア開発特論：�単位, 研

究インターンシップ：１単位, 大学教育インターンシップ：１単位) の中から１単位

以上合わせて��単位以上を修得し, これらの履修を学位論文提出の必須条件としてい

る｡

� 学生は, 主指導教員が専任として在職する構成大学に配属され, 研究指導を受ける

が, 他の構成大学の施設・設備も利用することができる｡
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国から農水産学系の留学生希望者を積極的に受け入れ, アジアにおける農学の教育研究
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� 本研究科では, 学生１人について主指導教員１人のほかに副指導教員２人を指定す

る｡ 従って学生１人につき３人の指導教員がつくことになる｡
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別表
主指導教員の教育研究分野一覧

主指導教員氏名・所属 専門科目 教   育   研   究   分   野

一　色　司　郎（佐 賀 大 学） 蔬菜花卉園芸学 園芸作物の遺伝と育種
後　藤　文　之（佐 賀 大 学） 施設園芸学 園芸施設の環境制御および園芸作物の生理
鈴　木　章　弘（佐 賀 大 学） 作物生理学 高等植物と微生物との共生メカニズム
辻　田　有　紀（佐 賀 大 学） 園芸学･植物系統分類学 花卉植物の菌根菌，生態，保全および無菌培養に関する研究
鄭　　　紹　輝（佐 賀 大 学） 熱帯作物学 熱帯マメ科作物の生態生理及び栽培様式
山　中　賢　一（佐 賀 大 学） 動物繁殖学 体外胚生産技術の高度化に関する研究
古藤田　信　博（佐 賀 大 学） 園芸学・植物生理学 カンキツ遺伝資源および園芸作物の生理と機能ゲノミクス
上　野　大　介（佐 賀 大 学） 生産環境化学 匂い物質の化学分析による生産環境の改善
福　田　伸　二（佐 賀 大 学） 果樹園芸学 果樹の遺伝と育種
藤　田　大　輔（佐 賀 大 学） 植物育種学 熱帯作物の遺伝及び改良
渡　邊　啓　史（佐 賀 大 学） 植物分子育種学 ダイズの農業形質に関与する遺伝子座の同定と育種利用
松　本　雄　一（佐 賀 大 学） 園芸学 園芸作物の生産と利用
嬉　野　健　次（琉 球 大 学） 園芸学 園芸作物の遺伝と育種
佐々木　慎　二（琉 球 大 学） 家畜ゲノム科学 黒毛和種の遺伝性疾患のゲノム解析
建　本　秀　樹（琉 球 大 学） 動物繁殖生物学 動物生殖細胞における細胞生理ならびに人為的操作
モハメド　アムザド　ホサイン

（琉 球 大 学） 作物生産学 熱帯作物生産および雑草管理

一　谷　勝　之（鹿児島大学） 植物育種・遺伝学 作物のゲノミックス・遺伝・育種
坂　上　潤　一（鹿児島大学） 熱帯作物学 熱帯・亜熱帯作物の生態と生理
志　水　勝　好（鹿児島大学） 作物学 作物および有用植物の形態，生態，生理および栽培
山　本　雅　史（鹿児島大学） 果樹園芸学 果樹の遺伝，育種及び遺伝資源
下　桐　　　猛（鹿児島大学） 動物遺伝学 動物集団の分子遺伝学的手法による評価と活用
三　好　和　睦（鹿児島大学） 動物発生工学 動物における発生工学的技術の開発と応用
髙　山　耕　二（鹿児島大学） 動物行動学 特用家畜と野生動物の行動と管理
大　島　一　郎（鹿児島大学） 家畜飼養管理学 持続可能な肉用家畜の生産システム
安　樂　和　彦（鹿児島大学） 水産工学 動物生理学と漁具漁法
石　川　　　学（鹿児島大学） 水族栄養化学 水棲動物における栄養素の利用と代謝
宇　野　誠　一（鹿児島大学） 環境化学 化学物質による環境汚染と生物影響評価
大　富　　　潤（鹿児島大学） 水産資源学 魚介類 , 特にエビ・カニ類と魚類の資源生態と資源管理
小　谷　知　也（鹿児島大学） 水産増殖学 増養殖対象種の種苗生産と餌料生物
小　針　　　統（鹿児島大学） 生物海洋学 動物プランクトンの生理学，生産生態，生物地球化学的循環
寺　田　竜　太（鹿児島大学） 海産植物学 海藻・海産顕花植物の分類学，生理学，生態学
中　村　啓　彦（鹿児島大学） 海洋物理学 海洋力学，海洋物理観測，観測データ解析
バスケス　アーチデイル　
ミゲル　フェデリコ

（鹿児島大学）
漁業工学 動物生理学と漁具／漁法

山　本　智　子（鹿児島大学） 生態学 底生生物の群集生態学
吉　川　　　毅（鹿児島大学） 海洋微生物学 微生物による水圏環境の保全
本　村　浩　之（鹿児島大学） 魚類学 魚類の分類・進化・生物地理学

江　幡　恵　吾（鹿児島大学） 漁業工学 持続可能な水産業の構築に向けた漁具漁法，漁場造成に関す
る教育・研究

遠　藤　　　光（鹿児島大学） 水圏植物生態学 海藻と海産植食動物の生態学
奥　西　将　之（鹿児島大学） 微生物生態学 赤潮モニタリング，赤潮防除対策，微生物を用いた環境保全
久　米　　　元（鹿児島大学） 魚類生態学 魚類の生活史研究，保全生態学
田　角　聡　志（鹿児島大学） 魚介類免疫学，魚介類寄生虫学 魚介類免疫学，魚類生理学，魚病学
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Research Fields of Major Advisory Professor

Name of Major Advisory Professor (Univ.) Special Subject Instruction and Research Fields

ISSHIKI Shiro (SG) Vegetable and Ornamental
Horticulture Genetics and breeding in horticultural crops.

GOTO Fumiyuki (SG) Protected Horticulture Environmental control of greenhouses and physiology of horticul-
tural crops.

SUZUKI Akihiro (SG) Crop Physiology Mechanism for establishment of symbiosis between higher plants 
and symbionts.

OGURA-TSUJITA Yuki (SG) Horticulture, Plant Phylogeny Studies on mycorrhizal association, plant ecology, conservation 
and in vitro culture in flowering plants.

ZHENG, Shao-Hui (SG) Tropical Crop Science Cropping system, Physiology and Eco- morphology of tropical 
leguminous crops.

YAMANAKA Ken-ichi (SG) Animal Reproduction Study on the improvement of in vitro embryo production system.

KOTODA Nobuhiro (SG) Horticulture and Plant Physiology Physiology and functional genomics of citrus germplasms and hor-
ticultural crops.

UENO Daisuke (SG) Agricultural environmental chemis-
try

Development of agricultural technology with analytical chemistry 
of “odor compounds”.

FUKUDA Shinji (SG) Pomology Genetics and breeding in fruit trees
FUJITA Daisuke (SG) Plant Breeding Genetics and improvement in tropical crop

WATANABE Satoshi (SG) Plant molecular breeding Identification and use of genes related to agronomic traits in soy-
bean.

MATSUMOTO Yuichi (SG) Horticultural Science Cultivation and postharvest management of horticultural crops.
URESHINO Kenji (RK) Horticultural Science Genetics and breeding in horticultural crops.
SASAKI Shinji (RK) Animal Genomics Genomic analysis for inherited diseases in Japanese Black cattle.

TATEMOTO Hideki (RK) Biology of Animal Reproduction and 
Development

Cellular physiology and manipulation in animal gametes for ap-
plied reproduction.

Md. Amzad HOSSAIN (RK) Crop Production Science Tropical crop production and weed management.
ICHITANI Katsuyuki (KG) Plant Breeding and Genetics Genomics, genetics and breeding in crops.
SAKAGAMI Jun-Ichi (KG) Tropical Crop Science Tropical and Subtropical Crop Ecology and Physiology.

SHIMIZU Katsuyoshi (KG) Crop Science Morphological, ecological, physiological and cultivation research 
and analysis of crops and plants.

YAMAMOTO Masashi (KG) Fruit Tree Science Genetics, breeding and genetic resources in fruit trees.
SHIMOGIRI Takeshi (KG) Animal Genetics Evaluation and utilization of farm animals by molecular genetics.

MIYOSHI Kazuchika (KG) Animal Developmental Biotechnolgy Application of developmental biotechnologies to animal reproduc-
tion.

TAKAYAMA Koji (KG) Animal behavior Behavioral studies of farm and wild animals. 
OSHIMA Ichiro (KG) Animal Feeding and Management The sustainable meat production system.
ANRAKU Kazuhiko (KG) Fisheries Engineering Animal Behavior and Fishing Gear and Methods.
ISHIKAWA Manabu (KG) Aquatic Nutritional Chemistry Aquatic Animal Nutrition and Metabolism.
UNO Seiichi (KG) Environmental Chemistry Environmental pollution and evaluation of toxicity in organisms.

OHTOMI Jun (KG) Fisheries Biology Ecology and management of fish and shellfish, population biology 
of crustaceans.

KOTANI Tomonari (KG) Aquaculture and stock enhancement Larval rearing and live feeds

KOBARI Toru (KG) Biological Oceanography Physiology, production ecology and biogeochemical cycles in zoo-
plankton.

TERADA Ryuta (KG) Marine Botany Biodiversity, ecology and physiology of marine plants (seaweed 
and seagrass).

NAKAMURA Hirohiko (KG) Physical Oceanography Ocean dynamics, and observation and data analysis in physical 
oceanography.

Miguel Federico
VAZQUEZ ARCHDALE (KG) Fishing Technology Animal Behavior and Fishing Gear and Methods.

YAMAMOTO Tomoko (KG) Ecology Community ecology of benthic animals.
YOSHIKAWA Takeshi (KG) Marine Microbiology Microbiology on preservation of the aquatic environment.
MOTOMURA Hiroyuki (KG) Ichthyology Systematics and biogeography of fishes.

EBATA Keigo (KG) Fisheries Engineering Education and Research on fishing gear, fishing operation and de-
velopment of fishing ground for sustainable capture fisheries.

ENDO Hikaru (KG) Marine Plant Ecology Ecology of seaweeds and marine herbivores

OKUNISHI Suguru (KG) Microbial Ecology Monitoring for red tide,Extermination of harmful algal bloom, En-
vironmental conservation using microorganisms.

KUME Gen (KG) Fish Ecology Life history studies and conservation biology of fish.

TASUMI Satoshi (KG) Fish and shellfish immunology, Fish 
and shellfish parasitology Fish and shellfish immunology, Fish physiology,  Fish pathology
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別表
主指導教員の教育研究分野一覧

主指導教員氏名・所属 専門科目 教   育   研   究   分   野
土　井　　　航（鹿児島大学） 水産資源生物学 水生無脊椎動物の資源生物学
小　林　元　太（佐 賀 大 学） 応用微生物学 有用微生物の分離とバイオマスの有効活用
後　藤　正　利（佐 賀 大 学） 応用微生物学 糸状菌の機能解析と利用

宗　　　伸　明（佐 賀 大 学） 分析化学・生体高分子化学 新規な食品・生体分析法の開発，生体高分子・天然物を活用
した先端材料の創出

永　尾　晃　治（佐 賀 大 学） 栄養化学 食品成分の栄養生理機能，生体内の糖・脂質代謝
永　野　幸　生（佐 賀 大 学） 生化学・分子生物学 真核生物の生化学・分子生物学
濱　　　洋一郎（佐 賀 大 学） 生物資源化学 複合糖質の構造と機能
北　垣　浩　志（佐 賀 大 学） 健康微生物学 健康に関わる微生物の研究
光　武　　　進（佐 賀 大 学） 脂質生化学・食品機能学 細胞膜脂質の生理機能とその食品への応用
木　村　　　圭（佐 賀 大 学） 藻類生命科学 分子細胞生物学的アプローチによる藻類生命現象の解明
野　間　誠　司（佐 賀 大 学） 食品製造工学 食品加工プロセスの開発と改良
堀　谷　正　樹（佐 賀 大 学） 生体関連化学・生物物理 タンパク質の構造―機能相関および酵素反応機構解析
川　口　真　一（佐 賀 大 学） 天然資源化学 天然資源を利用した化粧品や医薬品の開発

辻　田　忠　志（佐 賀 大 学） 生化学・応用健康科学 脊椎動物における環境応答に関する分子メカニズムの解析と
創薬応用

石　井　貴　広（琉 球 大 学） 生物活性物質学 未利用亜熱帯生物資源からの有用生物活性物質（創薬シード
化合物）の探索

金　子　　　哲（琉 球 大 学） 糖鎖科学・酵素科学 植物細胞壁多糖 ･ 海藻多糖の分解と利用
小　西　照　子（琉 球 大 学） 植物生理学・糖質科学 植物細胞壁多糖の構造と機能および生合成機能
瀬　尾　光　範（琉 球 大 学） 植物分子生物学・生理学 植物ホルモンと環境応答
平　良　東　紀（琉 球 大 学） 酵素科学 微生物および植物由来酵素の機能解析
髙　良　健　作（琉 球 大 学） 食品化学 食品の機能性評価および分析
外　山　博　英（琉 球 大 学） 微生物生化学 有用微生物の分子生物学と微生物酵素の機能開発
稲　福　征　志（琉 球 大 学） 食品機能科学 食資源の機能性解析とその応用
岩　崎　公　典（琉 球 大 学） 細胞生物学・食品化学 食品機能性成分の分子栄養代謝調節機構
高　橋　　　誠（琉 球 大 学） 応用食品加工学 有用生物資源からの食品加工と食素材の開発
水　谷　　　治（琉 球 大 学） 微生物遺伝子工学 発酵微生物の遺伝子工学と分子育種
ヨナタン　アシキン

（琉 球 大 学） 食品成分化学 食品の美味しさおよびそのフレーバー成分の分析

石　橋　松二郎（鹿児島大学） 応用微生物学 微生物によるタンパク質生産とタンパク質工学
北　原　兼　文（鹿児島大学） 応用糖質化学 根菜類の糖質化学
髙　峯　和　則（鹿児島大学） 焼酎学・発酵科学 発酵食品の機能性および香気解析
藤　田　清　貴（鹿児島大学） 応用糖質化学 糖質分解酵素の機能解析と利用
大　塚　　　彰（鹿児島大学） 栄養生化学・飼料化学 体タンパク質ならびに脂質の代謝調節に関する分子機構
室　谷　　　進（鹿児島大学） 食肉科学 食肉生化学，畜産生理学，骨格筋分子生物学

加治屋　勝　子（鹿児島大学） 生体分子機能学 天然物に含まれる生体調節分子の構造，機能，および生物科
学的応用に関する研究

坂　尾　こず枝（鹿児島大学） 食品分子機能化学・有機化学・分析化学 天然（食品）由来化合物の機能解析，構造改変および作用機
序解析

二　神　泰　基（鹿児島大学） 応用微生物学 醸造微生物の解析と分子育種
宮　田　　　健（鹿児島大学） 食品分子デザイン 食品タンパク質の分子機能の解明とその医薬品としての応用
吉　﨑　由美子（鹿児島大学） 生物化学 , 発酵化学 食品の特徴的香り成分の分析とその生成メカニズムの解明
ムンデランジ　キャサリン　ムタンゲーイ，
フェスターガード

（鹿児島大学）
［ナノ］バイオテクノロジー 食品や農業分野等におけるバイオセンサーおよびバイオミメ

ティック技術の応用

井　尻　大　地（鹿児島大学） 栄養生化学・飼料化学 タンパク質分解の調節機構 , 畜産食品の機能性評価
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Name of Major Advisory Professor (Univ.) Special Subject Instruction and Research Fields

DOI Wataru (KG) Fisheries biology fisheries biology of aquatic invertebrates.

KOBAYASHI Genta (SG) Applied Microbiology Isolation of useful microorganisms and utilization of biomass using 
microorganisms.

GOTO Masatoshi (SG) Applied Microbiology Functional analysis of filamentous fungi and their application.

SOH Nobuaki (SG) Analytical Chemistry, Biopolymer 
Chemistry

Development of novel food/bio analysis methods and creation of 
advanced materials utilizing biopolymers and natural products.

NAGAO Koji (SG) Nutrition Biochemistry Regulation of lipid metabolism and physiological functions of 
food.

NAGANO Yukio (SG) Biochemistry and Molecular Biology Biochemistry and Molecular Biology of higher eukaryotes.
HAMA Yoichiro (SG) Bioresource Chemistry Structure and function of glycoconjugates.
KITAGAKI Hiroshi (SG) Health microbiology Microbial research related to human health.

MITSUTAKE Susumu (SG) Lipid Biochemistry and Food Func-
tion

Physiological function of lipids on the plasma membrane, and its 
application on functional food.

KIMURA Kei (SG) Algal Life Science Studies of biological phenomena of algae by molecular cell-biolog-
ical approach.

NOMA Seiji (SG) Food Process Engineering Development and improvement of food processing technology.

HORITANI Masaki (SG) Bio-related Chemistry and Biophys-
ics

Analysis of the relationship between protein function and structure, 
and enzyme reaction mechanism 

KAWAGUCHI Shin-ichi (SG) Chemistry of Natural Resources Development cosmetic and medicinal material from natural re-
sources.

TSUJITA Tadayuki (SG) Biochemistry, Applied Health Sci-
ence

Biochemical study for the Environmental sensing molecular mech-
anism in vertebrates and its pharmacolgical utilization.

ISHII Takahiro (RK) Bioactive natural product chemistry Search for useful bioactive natural products from unutilized sub-
tropical bio-resources.

KANEKO Satoshi (RK) Carbohydrate Chemistry/Enzymolo-
gy Utilization of plant cell wall and sea weed polysaccharides.

KONISHI Teruko (RK) Plant physiology, Glycoscience Structure, function and the biosynthesis of plant cell wall polysac-
charides.

SEO Mitsunori (RK) Plant Molecular Biology and Physi-
ology Plant hormones and environmental responses.

TAIRA Toki (RK) Enzymology Structure and function of enzymes from microbes and plants.
TAKARA Kensaku (RK) Functional Food Chemistry Evaluation and analysis of food functional.

TOYAMA Hirohide (RK) Microbial Biochemistry Molecular biology of useful microorganisms and development of 
microbial enzymes.

INAFUKU Masashi (RK) Food Functional Chemistry Functional analyses and its application of food resources.

IWASAKI Hironori (RK) Cell  Biology,  Functional  Food 
Chemistry Cell metabolic regulation of functional food compounds.

TAKAHASHI Makoto (RK) Applied food processing Food processing and development of food materials from useful 
bio-resources.

MIZUTANI Osamu (RK) Genetic Engineering of Microorgan-
isms

Genetic engineering and molecular breeding of microorganisms 
used for fermentation industry.

Yonathan ASIKIN (RK) Food and flavor chemistry Analysis of food deliciousness and flavor components.

ISHIBASHI Matsujiro (KG) Applied Microbiology Microbial production and protein engineering of recombinant pro-
teins.

KITAHARA Kanefumi (KG) Applied Carbohydrate Chemistry Carbohydrate Chemistry of Root Crops.

TAKAMINE Kazunori (KG) Shochu and Fermentation Technolo-
gy Analyses of function and flavor of fermented food.

FUJITA Kiyotaka (KG) Applied Carbohydrate Chemistry Functional characterization of glycoside hydrolases.

OHTSUKA Akira (KG) Nutritional Biochemistry and Feed 
Chemistry

Molecular mechanism of the metabolic regulation of body protein 
and lipids.

MUROYA Susumu (KG) Meat Science and Production Meat Biochemistry, Animal physiology, Muscle molecular Biology

KAJIYA Katsuko (KG) Biomolecular Sciences Structure, function, and bioscientific application of biological regu-
latory molecules in natural products.

SAKAO Kozue (KG)
Food Molecular Functional Chem-
istry, Organic Chemistry. Analytical 
Chemistry 

Functional Analysis, Structural Modification, and Elucidation of 
Molecular Mechanism of Natural Compounds

FUTAGAMI Taiki (KG) Applied microbiology Analysis and molecular breeding of microorganisms used for fer-
mentation industry.

MIYATA Takeshi (KG) Food Molecular Design Elucidation of molecular functions of food proteins and
their application as pharmaceuticals.

YOSHIZAKI Yumiko (KG) Biochemistry, Fermentation Science Analyses of flavor in foods and its formation mechanisms.
Mun’delanji Catherine Mthangeyi 
VESTERGAARD (KG) [Nano]biotechnologies Application of biosensor and biomimetic technologies in food, ag-

riculture and other areas.

IJIRI Daichi (KG) Nutritional Biochemistry and Food 
Science

Molecular mechanisms of protein degradation, Physiological func-
tions of animal products.
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小　松　正　治（鹿児島大学） 食品機能・安全学 水圏天然化合物・食品の機能発現機序
塩　﨑　一　弘（鹿児島大学） 糖鎖生物学 複合糖質の生理機能解析
阿　南　光　政（佐 賀 大 学） 水環境工学 利水システムの機能評価と用水計画の適正化
草　場　基　章（佐 賀 大 学） 植物病理学 植物ー微生物間相互作用の分子遺伝学的解析

近　藤　文　義（佐 賀 大 学） 環境地盤学 軟弱地盤の理工学的性質の把握および環境に配慮した地盤改
良材の開発

田　中　宗　浩（佐 賀 大 学） 農業工学 農産物の品質保持 , バイオマス循環利用技術

辻　　　一　成（佐 賀 大 学） 農業経営学 農業経営の管理運営および経営人材育成 東南アジア開発途
上国の農業構造問題

徳　田　　　誠（佐 賀 大 学） システム生態学 植物・昆虫を中心とした生物間相互作用の解析
藤　村　美　穂（佐 賀 大 学） 村落社会学 農山村の生活組織と環境変化
宮　本　英　揮（佐 賀 大 学） 環境土壌物理学 土壌中の水分，溶質，ガス，熱等の移動

弓　削　こずえ（佐 賀 大 学） 灌漑工学 農地における水管理技術の高度化と農業用水の多面的機能の
定量評価

吉　賀　豊　司（佐 賀 大 学） 線虫学 線虫の生理・生態的研究
出　村　幹　英（佐 賀 大 学） 微細藻類バイオマス利用学 微細藻類の生物資源としての利活用に関する研究
徳　本　家　康（佐 賀 大 学）　環境土壌科学 農地における物質循環の解析および計測法の開発
西　田　　　翔（佐 賀 大 学） 植物栄養学 植物の栄養応答と生産性の向上
速　水　祐　一（佐 賀 大 学） 沿岸海洋学 エスチュアリー・沿岸海域の環境動態

梶　田　　　忠（琉 球 大 学） 植物多様性科学 系統分類学，系統地理学，集団遺伝学等を含む植物の多様性
研究

木　村　　　匠（琉 球 大 学） 地域防災学 農村地域の環境保全，土砂災害の防止・軽減のための土の理
工学的特性に関する教育・研究

木　島　真　志（琉 球 大 学） 森林資源経済学，森林経理学 森林資源利用・管理に対する最適化モデリング，数理モデリ
ング

酒　井　一　人（琉 球 大 学） 環境水文学 農業流域における物質循環の解析

鹿　内　健　志（琉 球 大 学） 農業機械学・農業情報工学 情報科学やシステム工学などを活用した農業生産システムの
研究と開発

杉　村　泰　彦（琉 球 大 学） 農業経済学 農業政策・農業市場
平　良　英　三（琉 球 大 学） 農業環境工学 非破壊計測による農産物の品質評価
田　場　　　聡（琉 球 大 学） 植物病理学 熱帯性植物病害の同定および環境配慮型防除技術の開発
内　藤　重　之（琉 球 大 学） 農業市場学 農業市場と食料流通

中　村　真　也（琉 球 大 学） 土地環境保全学 農村地域における持続的土地利用と土砂災害に関する教育研
究

下　地　博　之（琉 球 大 学） 進化生態学 社会性昆虫を用いた進化生態学的研究
陳　　　碧　霞（琉 球 大 学） 里山環境学 自然環境との共生 , 文化的な景観の保全及び利活用
李　　　哉　泫（鹿児島大学） 農業経営学 フードシステムにおける農業経営の戦略
坂　井　教　郎（鹿児島大学） 農業経済学 農業政策・農業構造分析
坂　巻　祥　孝（鹿児島大学） 体系学 陸上節足動物の形態学および行動学的研究
寺　本　行　芳（鹿児島大学） 砂防学 土砂災害の発生のしくみとその予測
西　野　吉　彦（鹿児島大学） 木材工学 木材の物性の究明と木質資源の利用
豊　　　智　行（鹿児島大学） 農業市場学 農産物流通の主体行動と成果

池　永　　　誠（鹿児島大学） 土壌微生物学 土壌および植物微生物生態系の構造と機能に関する研究，新
規微生物の特性解析と分類に関する研究

鵜　川　　　信（鹿児島大学） 育林学・森林生態学 人工林育成技術の開発，木本群落維持機構の解明
紙　谷　喜　則（鹿児島大学） 食品安全工学 食品の安全に関する諸問題を工学的にアプローチする
中　村　正　幸（鹿児島大学） 植物病理学 植物病理微生物における病原性関連因子の解析
畑　　　邦　彦（鹿児島大学） 森林保護学 森林病虫害の防除，森林生物の生態
濱　中　大　介（鹿児島大学） ポストハーベスト学 青果物の鮮度保持，品質向上および安全性確保
佐　野　雅　昭（鹿児島大学） 水産経済学 水産業に関わる経済問題の分析
久　賀　みず保（鹿児島大学） 水産経済学 水産業に関わる経済問題の分析
鳥　居　享　司（鹿児島大学） 水産経済学 水産業における経済学的構造分析
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The annexed table
Research Fields of Major Advisory Professor

Name of Major Advisory Professor (Univ.) Special Subject Instruction and Research Fields

KOMATSU Masaharu (KG) Functional Food Safety Science Functional mechanisms of aquatic natural compounds and food 
components.

SHIOZAKI Kazuhiro (KG) Glycobiology Physiological functions of glycoconjugates.

ANAN Mitsumasa (SG) Water Environment in Rural Areas Evaluation of agricultural water management and modeling of wa-
ter flow in rural areas.

KUSABA Motoaki (SG) Plant Pathology Molecular genetics of plant-microbe interactions.

KONDO Fumiyoshi (SG) Environmental Geotechnics
Study of physical, chemical and geotechnical properties of soft 
soil, and development of environmental material for soil improve-
ment.

TANAKA Munehiro (SG) Agriculture Engineering Preservation of Agricultural products and sustainable utilization of 
biomass resources.

TSUJI Kazunari (SG) Farm Business Management
Administration and human resource development in agricultural 
management entities Agricultural structure in Southeast Asian de-
veloping countries.

TOKUDA Makoto (SG) System Ecology Plant-herbivore interaction.

FUJIMURA Miho (SG) Rural Sociology Community organizations and environmental change in rural soci-
ety.

MIYAMOTO Hideki (SG) Environmental Soil Physics Water, solute, gas, and heat transport in soil

YUGE Kozue (SG) Irrigation engineering Optimization of water management in farmlands and quantification 
of multifunctionality of irrigation water.

YOSHIGA Toyoshi (SG) Nematology Physiological and ecological studies on nematodes.

DEMURA Mikihide (SG) Bioresource Science of Microalgae Development of culturing technique and utilization of microalgae
for bioresource.

TOKUMOTO Ieyasu (SG) Environmental Soil Science Development of measurements and analysis of water and nutrient 
cycles in agricultural fields

NISHIDA Sho (SG) Plant Nutrition Plant response to nutrient avaiabilty and improvement of crop.
HAYAMI Yuichi (SG) Coastal Oceanography Environmental dynamics in estuaries and coastal seas

KAJITA Tadashi (RK) Plant Diversity Science Plant diversity studies involving Systematics, Phylogeography and 
Population Genetics.

KIMURA Sho (RK) Regional disaster prevention Soil physics and mechanics for environmental conservation 
and landslide in rural regions.

KONOSHIMA Masashi (RK) Forest resource economics, Forest 
planning & management

Optimization Modeling and Mathematical Modeling for Forest Re-
source Utilization and Management

SAKAI Kazuhito (RK) Environmental Hydrology

SHIKANAI Takeshi (RK) Agricultural Machinery Systems and 
Information Technology

Research and development of agricultural production systems uti-
lizing information science.

SUGIMURA Yasuhiko (RK) Agricultural Economics

TAIRA Eizo (RK) Agricultural environmental engineer-
ing

Quality evaluation of agricultural products using  non-destructive 
measurement.

TABA Satoshi (RK) Plant pathology Diagnosis and development of environmentally friendly control 
method for subtropical plant diseases.

NAITOH Shigeyuki (RK) Agricultural Marketing
NAKAMURA Shinya (RK) Geoenvironmental Engineering Sustainable Land-Use and Landslide Studies in Rural Regions.
SHIMOJI Hiroyuki (RK) Evolutionary ecology Evolutionary ecology in social insects.

CHEN, Bixia (RK) Human-Environmental Sciences Appropriate utilization, conservation of the built environment, and 
culturally preserved forests and landscapes

LEE, Jaehyeon (KG) Farm Business Management Farm Management Strategy in Food System.
SAKAI Norio (KG) Agricultural Economics Agricultural policy and agricultural structure.
SAKAMAKI Yositaka (KG) Systematics Morphological and behavioral studies on terrestrial arthropoda.
TERAMOTO Yukiyoshi (KG) Erosion Control Mechanism and prediction of sediment disaster.
NISHINO Yoshihiko (KG) Wood Engineering Wood physics and technology.

YUTAKA Tomoyuki (KG) Agricultural Marketing Conduct and Performance of Agricultural Marketing and Distribu-
tion.

IKENAGA Makoto (KG) Soil Microbiology
Microbial diversity and function in soil and plant-associated eco-
systems, Characterization and classification of novel microorgan-
ism.

UGAWA Shin (KG) Silviculture and Forest Ecology Development of silviculture techniques, Clarification of mainten-
ancy mechanism of tree ecosystems.

KAMITANI Yoshinori (KG) Food safety and Engineering Engineering approach on The matters of food safety.
NAKAMURA Masayuki (KG) Plant pathology Analysis of pathogenicity and virulence factors in phytopathogens.
HATA Kunihiko (KG) Forest Protection Control of Forest Pests, Ecology of Forest organisms

HAMANAKA Daisuke (KG) Postharvest Science and Technology Shelf-life extension of fruits and vegetable. Food preservation, 
Food Safety.

SANO Masaaki (KG) Fisheries Economics Economical analysis of fisheries industry.
KUGA Mizuho (KG) Fisheries Economics Economic analysis of fisheries industr.
TORII Takashi (KG) Fisheries Economics Economical analysis of fisheries industry.
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出願書類等により志願者から提出された個人情報については, 独立行政法人等の
保有する個人情報の保護に関する法律 (個人情報保護法) に則り, 本研究科入学者
選抜・合格者発表, 追跡調査及びこれらに付随する事項並びに入学後の学務業務に
おける学籍・成績管理, 修学指導等, 授業料の債権管理を行うためのみ使用し, 他
の目的には使用しません｡
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鹿児島大学では, ｢外国為替及び外国貿易法｣ に基づいて ｢国立大学法人鹿児島
大学安全保障輸出管理規則｣ を定めて, 技術の提供及び貨物の輸出の観点から外国
人留学生や規制対象となる居住者の受入れに際し厳格な審査を行っていますので,
出願を希望する場合は, 出願前できるだけ早い段階で問合せ先へ相談してください｡
規制されている事項に該当する場合は, 入学が許可できない場合や希望する研究
活動に制限がかかる場合がありますので, ご注意ください｡
なお, 詳細については, 以下の本学安全保障輸出管理に関する���サイトを参照
してください｡
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